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「活動あって学びもある」

主体的・対話的で
深い学びへ

前号で特集を組んだ「カリキュラム・マネジメント」
（カリマネ）を今年度の共通テーマとして、
今号では、カリマネの実践におけるキーワード
「主体的・対話的で深い学び」を取り上げる。
新学習指導要領の全面実施を控え、
「主体的・対話的で深い学び」が
なぜ重要視されているのか、
教育委員会としてどのように推進すればよいのかを、
中央教育審議会委員を務めた研究者へのインタビューと、
先行して指導改善を進める２つの市の実践から考える。

特集

シリーズ 学校現場と進めるカリキュラム・マネジメント
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　新学習指導要領では、「主体的・対
話的で深い学び」を通して、これか
らの社会に求められる資質・能力を
育もうとしています。従来の学習指
導要領では「生きる力」と表現され
てきた資質・能力の考え方を土台に、
一層踏み込んだ形で学校教育や学力
のあり方までが発展的に示されまし
た＊。就学前から高校まで、子どもの
学びが学校種を超えて連続的に捉え
られたことも、大きな特徴です。
　改訂の背景にあるのは、社会の急
速な変化に伴う危機感の強まりです。
我が国は、少子高齢化や財政難といっ
た様々な課題を抱え、加えてグロー
バル化やＡＩを始めとした科学技術
の発展など、様々な変化の影響を受
けています。今後は、仕事において
も日常生活においても、多様な国の
人々と協働することがより一般的に
なるとともに、既存の知識がすぐに
通用しなくなってしまうでしょう。
定年が延びて働く期間が長期化すれ
ば、その間に仕事の中身や進め方は
変わっていくでしょうし、寿命が延
びるほど、社会の新たな変化に対応
しなければならない期間も長くなり
ます。そうなると、高校や大学まで

に学んだ知識・技能だけで生きてい
くことは難しく、生涯にわたり学び
続けることがますます求められるよ
うになります。しかも、生きるため
に必要不可欠となる点で、余暇的な
要素が強かった従来の“生涯学習”
とは、切迫感が異なります。
　このことは、住んでいる地域や、
勤め先の職種・規模にかかわらず、
誰の身にも起こり得ますし、既に起
きている問題でもあります。例えば、
家を建てる際には、建築士も大工も、
年齢に関係なく、新しい素材や道具
を使いこなすために日々現場で学び
ながら働いているのです。そのよう
な変化は、今後かなりの速度で進行
していくことが予測されています。
　そうした中、従来の積み上げ型の
学びには限界が生じています。これ
からも知識・技能を積み上げる学び
が必要なことは変わりませんが、そ
れだけでは新たな変化には対応でき
ず、自ら学ぶ姿勢やスキルを身につ
ける教育が求められています。また、
ｅラーニングやデジタル教材など、
学習手段が多様化し、学習状況の個
人差が広がる中で、公教育にしかでき
ない教育のあり方も問われています。
　そうした状況下で示されたのが、
「主体的・対話的で深い学び」を通し
て、「知識及び技能」「思考力、判断力、
表現力等」「学びに向かう力、人間性

等」という資質・能力の３つの柱を
育成する学びの方向性なのです。

　「主体的・対話的で深い学び」の実
践は、既に取り組んでいる小・中学
校は少なくないものの、まだかなり

＊　新学習指導要領本体に加えて、基本的な方策等については、2016 年 12 月の中央教育審議会答申（中教審第 197 号）に示されている。
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課題整理

誰もが学び続けなければ
生きられない時代が到来

背景

毎時間行わなくても可
時間よりも教員の働きかけ方

それぞれの学びのあり方

時代が求める資質・能力に合わせて
授業や評価のあり方にも変革を

白梅学園大学大学院　子ども学研究科　名誉教授　無藤　隆
新学習指導要領のポイントの1つである「主体的・対話的で深い学び」はなぜ必要で、
どのような授業づくりや指導によって実現できるのか。また、そのために教育委員会は、

どのような支援を行えばよいのか。中央教育審議会の教育課程部会会長として学習指導要領の改訂に携わった
白梅学園大学大学院の無藤隆名誉教授が、授業改善のポイントを提言する。

むとう・たかし　東京大学大学院教育学研究
科博士課程中退。お茶の水女子大学生活科学
部教授などを経て、2004 年から白梅学園短
期大学学長、2005 年より同大学学長を務め、
2007 年 10月まで在任。現在、同大学院名誉
教授。日本発達心理学会・元理事長、日本質
的心理学会・元理事長、元文部科学省中央教
育審議会委員、内閣府子ども・子育て会議委員、
国立教育政策研究所上席フェロー。
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多くはこれからというのが実情です。
「ＯＥＣＤ国際教員指導環境調査（Ｔ
ＡＬＩＳ）２０１８」の結果を見ると、「主
体的・対話的で深い学び」の視点で
の授業改善やＩＣＴ活用の取り組みが
十分ではない実態が浮かび上がって
います（図１）。
　その最たる理由の１つは、教員の
多忙化により、授業準備などの時間
が十分に確保されていないことです。
ＴＡＬＩＳ２０１８の結果では、教員の仕
事時間は参加国中で最長であり、人
材不足を感じる割合も高いことが分
かりました（Ｐ．20〜23「『主体的・
対話的で深い学び』の指導や意識に
関する参考資料」参照）。
　「主体的・対話的で深い学び」を巡
る議論でも、総論では大多数が賛成
であるものの、現実的には授業時間
が足りなくなるから難しいといった
声をよく聞きます。しかし、授業ご
とではなく、単元単位で捉え、単元
の中に能動的な活動を意識した学び
をいくつか取り入れる形であればで
きるはずです。また、子ども同士で
議論したり、校外で調査をしたりす
るといった活動は好ましい学習方法
ですが、教室の中で黙って考える場
合でも、能動的に思考しているので
あれば、それは見えないけれども「主

体的・対話的で深い学び」であり得
ます。
　つまり、「主体的・対話的で深い学
び」は、かける時間の長さではなく、
資質・能力を高めるための指導の工
夫の１つと捉え、教員がいかに効果
的に働きかけるかが大切なのです。
　では、どのような働きかけがそう
した学びをもたらすのか、それぞれ
の要素を見ていきましょう。
◎主体的な学び　
　子どもが見通しと振り返りを持っ
て学べるようにすることです。「今日
は何を学ぶのか」「単元全体のどこに
位置づけられるのか」といった見通
しを持たせます。指導案を作成する
際の「本時の目標」や「単元計画」
を子どもに伝えるイメージです。授
業の最後には、「何を学べたか」「何
を考えたか」などを振り返らせます。
◎対話的な学び
　人とのやり取りを通した学びであ
り、自分の思いや考えをいかに表現
するかを、子ども自身にしっかりと
考えさせることが大事です。これま
では教員が板書していた内容を、子
どもがグループで話し合うなど、情
報を共有して対話を深め、内容をま
とめて模造紙やホワイトボードに書
く学習をイメージするとよいでしょ

う。ＩＣＴを使った思考ツールがいく
つも登場しており、タブレット端末
を用いると一層、効果が高まります。
◎深い学び
　学びの本質に迫ったり、ほかの学
習内容と比較して関係性を考えたり
して、問題解決に向かわせる学びで
す。単に個別の知識として学ぶので
はなく、「なぜそれが起こるのか」「ど
ういう性質があるのか」など、得た
知識を使って概念的に説明したり、
日常生活の中での応用を考えたりす
る姿です。そうした深い学びを通し
て、新学習指導要領の目標等で示さ
れた教科ごとの「見方・考え方」を
深め、問題解決力を高めていきます。

　「見方・考え方」は、これからの授
業改善を考える上で極めて重要な概
念で、新学習指導要領でもすべての
教科等で整理されています。「主体的・
対話的で深い学び」のねらいは、資
質・能力の３つの柱の育成であるこ
とを先に述べました。資質・能力は、
教科横断的で汎用性があり、教科等
の具体的な内容を学ぶ中で育まれて
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＊「OECD国際教員指導環境調査（TALIS）2018報告書─学び続ける教員と校長─の要約」を基に編集部で作成。調査概要はP．22参照。実践頻度の値は、各項目を行う頻度として、
「いつも」又は「しばしば」と回答した割合。自己効力感の値は、各項目がどの程度できているかについて「非常に良く」又は「かなり」できていると回答した割合。

「主体的・対話的で深い学び」の実践状況図 1

■各指導実践を頻繁に行っている教員の割合（％）
■日本（小学校）　■日本（中学校）　■参加国平均（中学校） ■日本（小学校）　■日本（中学校）　■参加国平均（中学校）
児童生徒を少人数の
グループに分け、

問題や課題に対する
合同の解決法を出させる

新しい知識が役立つことを
示すため、日常生活や

仕事での問題を
引き合いに出す

明らかな解決法が
存在しない課題を

提示する

児童生徒に
課題や学級での活動に
ＩＣＴを活用させる

■高い自己効力感を持つ教員の割合（％）

児童生徒が
学習の価値を

見出せるよう手助けする

勉強にあまり関心を
示さない児童生徒に

動機付けをする

児童生徒の
批判的思考を促す

デジタル技術の
利用によって児童生徒の

学習を支援する

児童生徒に
勉強ができると
自信を持たせる

56.1
44.4

52.7

41.4
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82.8

41.2
30.6

72.0

22.8
24.5

82.2

38.5
35.0

66.7

34.7
24.1

86.3

55.6
53.9

76.7

15.2
16.1

37.5

24.4
17.9

51.3
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教科等で得た知識を
問題解決の道具として使う

「見方・考え方」の意味
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いきます。教科にはそれぞれ固有の
知識や考え方があるため、それらを
捉える枠組みとして「見方・考え方」
があります。
　例えば、理科で電気について学ぶ
際、電流や電圧、抵抗などの概念を
理解し、「電気とはこういうものだ」
と、その性質の本質を捉えられると、
理科の「見方・考え方」が深まって
いきます。すると、日常生活におい
て応用が可能になり、電線に止まっ
ている鳥が感電しない理由や、電化
製品に付属するアースの役割が、同
じ電気の性質を基に説明できること
に気づくことができます（図２）。
　「学校で習うことは、日常生活には
役に立たない」と言われることもあ
りますが、それは、学習内容が個別
の知識にとどまっており、問題解決
を可能とするレベルの「見方・考え方」
に至っていないことが原因です。教

科等で体系的に学んだ知識や考え方
を、別の場面での問題解決の道具と
して使うことが「見方・考え方」で
あり、そうした知識や考え方を汎用
化して問題解決を試みることで、資
質・能力がさらに高まり、新たな資質・
能力が育まれ、それによって「見方・
考え方」は一層豊かになります。
　極端な言い方をすれば、難しい電
気回路記号の書き方を忘れてしまっ
ても、切れている電線になぜ触れて
はいけないかが分かり、実際に近づ
かないことの方が大切なのです。

　「主体的・対話的で深い学び」の実
践に伴い、評価のあり方も変わりま
す。評価の観点は、「知識及び技能」

「思考力、判断力、表現力等」「主体
的に学習に取り組む態度」の３つで
す。評価活動自体は、毎時間行う必
要はなく、基本的に単元単位で評価
するとよいでしょう（図3）。
　以下、３つの評価の観点のポイン
トを示します。
◎知識及び技能
　個別の知識だけではなく、各知識
のつながりなどを問うことも大切と
なりますが、従来の作問の考え方で
十分対応できるでしょう。
◎思考力、判断力、表現力等
　それぞれを別々ではなく、セット
で評価します。レポート作成やスピー
チなど、ある程度自由度を持たせた
パフォーマンス課題を設定するとよ
いでしょう。形成的評価として機能
させるため、単元の最後に実施する
よりも単元の３分の２程度を終えた
段階で評価し、残り３分の１で補足
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「見方・考え方」とは何か？図２

学校で学んだことは
小学校	 •電気の通り道（電気の回路）
　　　	 •電気の利用（電気の量や働き）
中学校	 •回路と交流・電圧
	 •電流・電圧と抵抗

つまり、電気は
•電圧の高いところから低いところに流れる
•抵抗がより少ない方に流れる

という、電流や電圧に関する規則性

身
の
回
り
の
事
象
に
疑
問
を
持
ち
、

答
え
を
考
え
る

疑
問
を
解
決
し
た
方
法
を
応
用
し

て
、別
の
問
題
を
考
え
る

電線に止まっている鳥は
なぜ感電しないのか？

鳥の左右の足が触れている地点の
電圧の差はほぼゼロ。そのため、
鳥に流れる電圧は無視できる。

電 線 に か ら
まった凧の糸
を通して、電
気が電圧の低
い地面に流れ
るため感電し
てしまう。だ
から、電線に
触ってはいけ
ない。

鳥の抵抗が電線の抵抗より大きい
ため、鳥の方へは電気が流れにく
い。

洗濯機のアー
スは、漏電し
た 際 に 人 が
触っても感電
しないよう、
漏れた電気を
地 面（earth）
に逃すために
ある。

＊無藤名誉教授の取材を基に編集部で作成。

教科等の授業で得た物事の体系的な知識や考え方を理解して、それを身近な生活や社会での問題解決のために使おうと
すること。見方・考え方とは

見
方
・
考
え
方
を
働
か
せ
る

見
方
・
考
え
方
を
働
か
せ
る

深い学び

３つの観点から
資質・能力の育ちを捉える

評価のあり方

疑問 疑問解決！ 危険回避！

疑問解決！ 日常に役立つ！
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の指導をするといったイメージです。
　ノートや提出物のチェックでも評
価できますが、時間や労力の負担が
大きいことから、パフォーマンス課
題による評価を基本とするのがお勧
めです。パフォーマンス課題は必ず
しも担任が作成する必要はなく、教
育委員会や企業が用意したものを活
用すれば、空いた時間を授業準備な
どに充てることができます。
◎主体的に学習に取り組む態度
　ややイメージしづらいですが、評
価のポイントは２つあります。１つ
は、学習に粘り強く取り組めている
か、もう１つは、自らの学習状況を
目標に照らし合わせて把握し、学習の
進め方などを調整する態度やスキル
を発揮しているかです。自己学習力、
自己調整スキルとも言えるでしょう。
　例えば、作文の学習では、調べ学
習の結果をどのように整理してまと
めたか、作業時間を調整しているか、
改善できそうな部分を子ども自身が
考え、判断して書き直したか等を評
価します。そうした態度やスキルは
指導が可能であり、どのタイミング
で行うとよいかを教員が教えること
で、子どもはやがて自分自身で行え
るようになります。
　上記２つのポイントは、学びの中
で相互にかかわり合いながら立ち現
れるので、机間指導などを通して、
子ども個々の姿を見ていくことにな
ります。指導の勘所は教科ごとに異
なりますから、教育委員会が研修を
実施することも必要でしょう。

　教育現場において働き方改革が進
められていますが、業務を軽減させ
ながら、いかに授業準備の時間を確
保するかは、教育委員会を中心に検

討を要する喫緊の課題です。
　抜本的な解決には、教職員の標準
定数の見直しという国家レベルでの
改善が必要です。また、それを補完
するために講師や各種スタッフを確
保する際にも、自治体の規模や財政
力に依存する面があります。
　教育委員会にぜひお願いしたいの
は、時間という最も重要な資源を有
効活用する方法を考えることです。
カリキュラム・マネジメントの中に
働き方改革を位置づけることで生み
出された時間を、有意義な活動に配
分することに努めてください。
　その意味でも、「主体的・対話的で
深い学び」や学習評価についての体
系的な研修計画を立てることはとて
も重要です。研修目的によっては、

大規模な集合研修を小規模で実践的
な研修に変えることで、教員の学び
がより深まるでしょう。また、個々
の教員が自己裁量で行う研修も奨励
しましょう。そのためには、実際に
力をつけた教員の処遇を改善するな
ど、キャリアアップの仕組みを見直
すことも必要です。
　「主体的・対話的で深い学び」の実
践を、学校だけで取り組むのは限界
があります。それぞれの地域で期待
する人材を育てるためにも、自治体
の首長から教育長、教育委員会の学
校指導管轄の管理職までも含めて関
係者が共通の問題意識を持ち、それ
を校長を始めとする現場に伝え、皆
が一体となって取り組むことが、今
後ますます大切になるでしょう。
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学習評価の基本構造図３

＊文部科学省　国立教育政策研究所教育課程研究センター「学習評価の在り方ハンドブック　小・中学校編」を
そのまま掲載。

特集 　「活動あって学びもある」主体的・対話的で深い学びへ

最大の資源は時間
カリマネの観点で見直しを

指導力向上に向けて
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